
大

陸
（
中

支
）
　 

独
立
重
砲
兵

第
六
大
隊
桂
林
攻
略
戦
　 

山
形
県
　
元
木
冨
士
男
　 

昭
和
十
七
年
徴
集
兵
で
あ
り
ま
し
て
、
十
八
年
の
一
月
に
大

阪
に
集
合
し
軍
装
を
整
え
、
大
阪
に
滞
在
す
る
こ
と
七
日
、
広

島
を
出
航
、
釜
山
に
上
陸
し
て
貨
車
輸
送
を
も
っ
て
鴨
緑
江
を

渡
り
、
中
国
大
陸
に
入
り
、
牡
丹
江
省
穆
稜
の
独
立
重
砲
兵
第

六
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
三
か
月
間
の
初
年
兵
教
育
を
経
て
四

月
に
は
検
閲
も
終
了
し
、
そ
の
三
分
の
一
は
南
方
派
遣
要
員
に

回
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
に
は
牡
丹
江
南
方
で
行
わ
れ
た
関
東
軍
砲
兵
演
習
に
参

加
し
、
九
月
か
ら
十
月
頃
東
寧
県
に
お
い
て
対
ソ
戦
を
想
定
し

て
の
陣
地
構
築
に
出
動
し
た
。
昭
和
十
九
年
十
月
に
な
り
全
部

隊
が
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
穆
稜
か
ら
貨
車
輸
送
で
南
京
ま

で
行
き
、
南
京
か
ら
船
で
揚
子
江
を
■
江
し
て
浦
口
を
経
由
、

そ
の
間
空
襲
等
が
あ
り
対
空
戦
闘
等
に
休
む
暇
も
な
く
、
よ
う

や
く
武
漢
地
区
の
漢
口
に
到
着
し
た
。
重
砲
、
弾
薬
器
材
、
車

両
そ
の
他
を
揚
陸
、
こ
こ
に
十
日
間
駐
留
し
て
岳
洲
方
面
の
偵

察
を
行
う
た
め
車
両
一
台
に
六
名
の
兵
員
を
配
備
し
て
先
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

橋
梁
は
爆
破
さ
れ
道
路
は
寸
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
路
を

補
修
し
、
仮
橋
を
急
據
架
設
し
て
前
へ
進
む
あ
り
さ
ま
で
、
火

砲
、
弾
列
、
そ
の
他
重
量
物
は
船
で
運
搬
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。霞

疑
港
対
岸
へ
の
上
陸
は
大
幅
に
遅
れ
、
白
砂
洲
に
お
い
て



敵
機
の
波
状
攻
撃
を
受
け
、
戦
死
数
名
戦
傷
十
数
名
を
出
し
、

さ
ら
に
十
加
、
十
五
加
、
各
二
門
が
水
没
し
、
弾
薬
多
数
が
爆

発
炎
上
し
大
被
害
を
受
け
た
。

悪
戦
苦
闘
を
繰
り
返
し
な
が
ら
長
沙
作
戦
に
参
加
す
る
た
め

に
先
を
急
い
だ
が
遂
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
部
隊
長
は
独
断

で
光
陽
作
戦
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
が
、
制
空
権
が
敵

の
手
に
あ
る
た
め
昼
間
の
行
軍
は
不
可
能
、
誘
導
員
の
先
導
で

河
を
渡
る
。
兵
站
も
な
い
の
で
食
糧
の
補
給
も
な
く
、
携
帯
食

糧
も
欠
乏
し
、
米
の
飯
等
一
粒
も
な
い
、
畠
の
南
京
豆
を
唯
一

の
頼
み
の
食
糧
と
し
た
。
一
夜
に
た
っ
た
一
キ
ロ
の
行
軍
し
か

で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

兵
は
栄
養
失
調
に
な
り
、
マ
ラ
リ
ア
、
回
帰
熱
、
ア
メ
バ
ー

赤
痢
に
な
り
死
亡
す
る
者
も
出
は
じ
め
た
。
自
分
の
身
体
を
動

か
す
の
が
や
っ
と
で
、
と
て
も
他
を
助
け
る
余
裕
等
は
な
い
。

夜
間
に
は
炊
飯
が
で
き
な
い
。
灯
火
を
発
見
さ
れ
れ
ば
空
襲
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
雑
草
も
食
糧
と
し
、
編
上
靴
も
破
れ
て
上
ば

か
り
、
パ
カ
パ
カ
し
て
下
は
素
足
、
自
分
で
草
鞋
を
作
り
一
時

に
間
に
合
わ
せ
る
。
湘
江
を
流
れ
て
く
る
屍
体
の
地
下
足
袋
を

と
っ
て
そ
れ
を
穿
く
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ

ば
裸
足
で
行
軍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夜
明
け
近
く
な
っ
て
食
料
探
し
に
行
く
が
思
う
よ
う
に
収
集

で
き
な
い
。
野
に
生
え
て
い
る
草
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
す
べ

て
採
り
つ
く
し
た
。
栄
養
失
調
で
体
力
が
衰
弱
し
て
ゆ
く
の
が

よ
く
自
分
で
も
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
岳
洲
か
ら
長
沙

ま
で
に
至
る
戦
備
行
軍
の
途
中
で
あ
る
。
一
個
梯
団
車
両
約
十

二
両
位
が
夜
間
山
地
を
行
軍
中
爆
撃
を
受
け
、
車
を
降
り
て
退

避
す
る
際
、
敵
機
の
機
銃
掃
射
を
受
け
下
士
官
一
名
戦
死
。
戦

車
壕
あ
り
連
日
の
雨
で
泥
濘
と
な
っ
た
道
路
か
畠
か
判
別
の
つ

か
な
い
所
を
悪
戦
苦
闘
を
し
な
が
ら
尺
取
虫
の
よ
う
に
進
ん
で

行
く
。

戦
車
壕
の
幅
は
三
十
メ
ー
ト
ル
位
あ
る
。
砲
や
重
車
両
が
渡

れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
大
変
な
苦
労
に
よ
る
工
事
を
し
な
が
ら

進
む
。
栄
養
失
調
で
痩
せ
衰
え
た
身
体
で
も
必
死
の
形
相
で
身

体
を
動
か
し
た
。
こ
の
よ
う
な
旺
盛
な
気
力
と
責
任
感
と
で
あ

ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
暗
夜
の
中
を
進
む
。

十
月
三
日
、
■
陽
の
渡
河
を
敢
行
し
、
そ
の
他
大
小
の
河
を

渡
り
若
林
山
に
到
着
し
た
。
十
月
二
十
九
日
、
砲
兵
諸
部
隊
は

桂
林
域
攻
撃
の
た
め
大
溶
江
口
を
強
行
渡
河
、
戦
闘
加
入
の
た



め
の
前
進
を
続
け
十
一
月
一
日
～
五
日
か
け
て
甘
裳
渡
に
到
着

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

独
立
重
砲
兵
第
六
大
隊
は
全
村
北
方
地
区
に
陣
地
を
構
築
し
、

敵
の
砲
兵
陣
地
そ
の
他
の
制
圧
を
命
ぜ
ら
れ
そ
の
準
備
に
忙
殺

さ
れ
た
。
十
一
月
八
日
十
五
時
戦
闘
開
始
、
先
ず
効
力
射
撃
か

ら
始
ま
り
、
制
圧
射
撃
に
移
る
。
轟
音
が
一
面
に
響
き
渡
る
。

敵
は
岩
山
の
頂
上
、
中
腹
、
裾
部
に
自
然
の
洞
穴
ま
た
は
穴
を

穿
っ
て
ト
ー
チ
カ
化
し
て
堅
固
な
要
塞
化
し
て
、
そ
こ
か
ら
大

小
の
大
砲
、
機
銃
、
小
銃
等
あ
ら
ゆ
る
火
器
で
猛
射
し
て
く
る

の
で
、
第
一
線
の
歩
兵
も
一
時
前
進
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
状

態
で
し
た
。
敵
も
ア
メ
リ
カ
製
の
ラ
イ
ン
メ
タ
ル
十
五
榴
弾
砲

で
猛
射
し
て
く
る
。

そ
の
一
弾
が
味
方
砲
別
の
中
に
直
撃
命
中
、

戦
死
一
、
重
傷
四
、
負
傷
数
名
の
損
害
を
出
し
ま
し
た
。

私
の
方
は
第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
、
そ
れ
ぞ
れ
二
門
づ
つ
の

砲
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
観
測
精
度
が
高
か
っ
た
た
め
に
命
中

度
が
非
常
に
高
く
て
初
め
て
の
一
発
で
敵
の
ト
ー
チ
カ
を
直
撃

粉
砕
し
ま
し
た
。

今
ま
で
十
セ
ン
チ
加
農
砲
が
最
大
の
砲
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、

十
五
加
が
戦
闘
加
入
し
て
か
ら
は
そ
の
威
力
に
格
段
の
相
違
が

あ
り
、
次
々
と
桂
林
城
壁
を
破
壊
し
、
敵
の
砲
座
ト
ー
チ
カ
を

制
圧
し
て
、
桂
林
城
内
に
立
ち
上
が
る
火
柱
は
物
凄
い
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

第
一
線
の
歩
兵
も
こ
の
猛
烈
な
砲
撃
に
勇
気
百
倍
、
押
し
寄

せ
る
津
波
の
よ
う
に
桂
林
城
に
肉
迫
、
待
機
し
て
い
た
戦
車
と

相
呼
応
し
て
城
内
に
突
入
す
る
事
が
で
き
た
。

山
砲
、
野
砲
、
野
戦
重
砲
、
十
五
セ
ン
チ
加
農
砲
、
一
挙
に

砲
門
を
開
い
て
の
猛
射
撃
、
砲
口
よ
り
迸
る
火
箭
、
耳
を
つ
ん

ざ
く
轟
音
・
着
弾
に
よ
る
破
裂
音
、
火
柱
、
何
も
か
も
忘
我
、

戦
闘
を
し
て
い
る
事
す
ら
意
識
に
無
く
無
我
夢
中
で
あ
り
ま
し

た
。我

が
砲
列
陣
地
は
桂
林
城
よ
り
四
キ
ロ
程
の
小
高
い
丘
の
上

に
あ
る
の
で
前
線
の
攻
防
が
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
良
く
俯
瞰
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
十
一
月
十
日
完
全
に
桂
林
を
占
領
、
そ
の

後
重
砲
兵
部
隊
は
桂
林
の
南
十
七
キ
ロ
羅
綿
墟
の
線
に
十
一
月

二
十
五
日
ま
で
に
集
結
。
松
林
の
中
の
鎮
徳
村
に
駐
留
し
、
そ

の
後
独
立
重
砲
兵
第
六
大
隊
は
第
十
一
軍
の
隷
下
を
離
れ
て
南

方
戦
線
の
急
激
な
る
緊
迫
に
対
応
し
て
米
軍
の
上
陸
を
想
定
、

上
海
地
区
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



昭
和
二
十
年
三
月
、
上
海
に
向
け
て
部
隊
は
四
梯
団
に
改
編

し
、
先
ず
長
沙
を
め
ざ
し
て
前
進
を
開
始
し
た
。
三
月
十
七
日

に
湖
南
省
の
■
陽
県
の
帳
家
亭
と
い
う
所
に
到
着
し
た
。
既
に

こ
の
地
方
の
中
国
住
民
は
日
本
の
敗
勢
を
敏
感
に
察
知
し
て
お

り
、
日
本
軍
に
対
す
る
対
応
も
敵
対
的
で
あ
り
、
食
糧
の
調
達

そ
の
他
に
も
非
協
力
的
に
急
変
し
て
い
た
。
遂
に
敵
ゲ
リ
ラ
の

不
意
打
ち
に
遭
い
戦
死
者
、
負
傷
者
を
出
す
に
い
た
っ
た
。

長
沙
、
衡
陽
を
経
て
漢
口
、
上
海
に
到
着
す
る
間
、
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
辛
惨
を
嘗
め
て
上
海
郊
外
の
新
陣
地
構
築
予
定
地

に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
い
で
終
戦
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
上
海

北
方
、
呉
淞
に
集
結
、
検
閲
後
乗
船
、
同
夜
出
航
、
故
国
へ
向

け
て
眠
れ
ぬ
夜
を
海
上
で
過
ご
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
鹿
児
島
港
に
入
港
、
復
員
式
後
そ

れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
の
家
路
に
就
い
た
。

渡
河
材
料
中
隊
　 

山
梨
県
　
三
津
田
泰
永
　 

昭
和
十
五
年
九
月
二
日
、
教
育
召
集
に
よ
り
東
部
第
九
四
部

隊
へ
入
隊
、
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
日
一
等
兵
に
進
級
、
同
月

二
十
五
日
除
隊
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
八
月
二
十
九
日
、
二
度
目
の
召
集
令
状
が
来
た
。

そ
れ
を
妻
に
見
せ
た
時
妻
の
顔
は
蒼
白
に
な
っ
た
。
八
十
二
歳

の
祖
母
は
ボ
ロ
ボ
ロ
涙
を
流
し
た
。
妻
と
は
新
婚
一
年
そ
こ
そ

こ
の
短
い
月
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
召
集
解
除
に
な
っ
た
昨
年
の
夏
、

父
は
胃
癌
で
死
亡
、

祖
母
と
小
生
だ
け
の
家
族
と
な
っ
た
。
昭
和
十
六
年
十
月
、
祖

母
と
お
前
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
親
類
会
議

の
結
果
、
早
々
に
結
婚
し
た
妻
で
し
た
が
、
召
集
令
状
が
来
た

以
上
新
婚
気
分
に
ひ
た
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
小
生
は
も
う
野

戦
行
き
を
覚
悟
し
た
。
二
度
と
我
が
家
を
見
る
こ
と
が
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
妻
、
い
せ
子
に
「
後
は
頼
む
ぞ
、
オ




